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Summary 

 
We examined fruit set management using potted nursery plants of young ‘Koshuhyakume’ persimmon trees 

planted in a field. For ‘Koshuhyakume’ trees grafted on date plum (Diospyros lotus) rootstocks and setting fruit 
for 3 years after planting in a field, their tree height became greater than 3 m. Yields increased with the passing 
of years. However, without flower bud thinning at two years after planting, the amount of flower buds and 
yields the following year were less than those of flower bud thinning trees. These results indicate that balancing 
tree growth and fruit setting of young ‘Koshuhyakume’ trees on date plums can be achieved by flower bud 
thinning for at least two years after planting in fields. 
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緒緒言言  

 
カキ‘甲州百目’は本県では‘江戸柿’の名で干し

柿用として栽培されているが，東北地方では通称‘蜂

屋’として栽培されており，特に福島県では干し柿の

一種である特産の「あんぽ柿」の原料として栽培が盛

んである．しかし，2011 年に発生した東日本大震災

に伴う東京電力福島第一原子力発電所事故による放

射性物質汚染が原因で，「あんぽ柿」が加工自粛措置

になったことから，産地再生のためには原料である

‘甲州百目’樹の改植が必要となった（桑名ら，2017；
増子，2018）． 

奈良県では 200ha を超えるカキ‘富有’老木園の改

植を推進するために幼苗接ぎ木と大苗育苗技術を開

発し，定植年の果実収穫を実現した（脇坂ら，2009）．
さらに，2～3 年生の苗でも着果が認められる早期着

果に着目して未収益期間を短縮し，軽労化・省力化に

つながるポット栽培についても検討を行った（杉村

ら，2018）．これらの大苗による改植技術や早期着果

技術が福島県においても利用可能であると思われた

が，当県では‘富有’や‘刀根早生’を穂木として‘法

蓮坊’や‘アオソ’などを共台の台木として検討して

きたため（脇坂ら，2009；杉村ら，2018），‘甲州百

目’に適切な台木や栽培管理などは明らかになって

いなかった．そこで，台木の種類や育苗時の施肥方法

などについて検討した結果，マメガキを台木にする

と生育が旺盛である一方で，共台である‘法蓮坊’を

台木にすると生育が不良であること（杉村ら，2017）
や，1～2 年生苗については肥効調節型肥料を利用す

ることで慣行的に用いる肥料と比較して生育は同等

で省力的であること（杉村ら，2018）を明らかにした． 
さて，2 年生大苗を本圃に定植後，その年に着蕾が

見られても，通常は樹体生育を優先させるためにす

べて摘蕾するが（小川ら，1994），‘富有’では着果

させても生育に及ぼす影響はほとんどない（脇坂・杉

村，2012）．改植後，1 年でも早く収益を得るために

は定植年に果実を収穫することが理想であるが，‘甲

州百目’では果実を着生させながら生育を抑制しな

い着果管理法は明らかではない．そこで，‘甲州百目’

において樹体生育と早期着果を両立する着果管理法

について検討した． 
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杉村輝彦ら：定植後のカキ‘甲州百目’の樹体生育と早期着果を両立する着果管理法       (13)  

ろ，収穫の有無にかかわらず樹高は 2m を超え，幹径

は 30mm 弱でその増加割合も有意差がなかった．さ

らに，翌年度の着蕾数は樹あたり 200 個前後と，収穫

の有無で有意差はなかった（第 1 表）． 
 

22．．定定植植 22年年目目ににおおけけるる摘摘蕾蕾のの有有無無がが着着果果おおよよびび  

生生育育にに及及ぼぼすす影影響響  

無摘蕾区では着蕾数は樹あたり平均で 193 個あり，

摘蕾区では摘蕾後の着蕾数は 61 個であったが，摘蕾

区，無摘蕾区ともに開花から約 1 か月程度経過した 7

月上旬にはそれぞれ 22 個と 12 個と着果数が顕著に

少なくなり，9 月上旬まで漸減した（第 2 図）．無摘

蕾区の収穫果数は樹あたり 7.0 個，収量は 2.69kg と

摘蕾区のそれぞれ 3.8 個，1.56kg と比較して多い傾向

を示したが有意差はなかった（第 2 表）．両区の当年

の樹高は 3m 前後と，前年からの増加量を含めて区間 
で有意差はなかったが，幹径は摘蕾区で 49.6mm，無

摘蕾区で 42.8mm と有意差が認められた．これは前年

から摘蕾区の方が有意に大きく，その傾向は当年も

継続したが，増加量は有意差がなかった（第 2 表）． 
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第 1図 カキ‘甲州百目’苗の定植 1年目における 

着蕾数および着果数 z 

Fig.1. Number of setting flower buds and fruits on  

'Koshuhyakume' persimmon young trees at the 

same year with planting in a field   
z 5 月 8 日は着蕾数，6 月 6 日以降は着果数を示す 
エラーバーは SE (n=11) 

第 2図 カキ‘甲州百目’の定植 2年目における 

摘蕾の有無が着果に及ぼす影響 z,y 

Fig.2. Effect of flower bud thinning on fruit setting  

at a year following planting in a field 
z 5 月 10 日は着蕾数，7 月 4 日以降は着果数を示す 
y 図中の**は t 検定により 1％水準で有意差があり，

ns は有意差がないことを示す(n=5-6)  
 

第 1表 カキ‘甲州百目’における定植 1年目の生育および着蕾・着果が翌年度の着蕾数に及ぼす影響 

Table 1. Effects of tree growth and fruits setting at the same year with planting in a field on the number of flower buds 

at the following year 

         

z  t 検定により，*は 5％水準，**は 1％水準で有意差があり，ns は有意差がないことを示す(n=3-8)   
y カッコ内は前年からの増加量を示す 

第 2表 定植 2年目のカキ‘甲州百目’における摘蕾の有無が収量と生育に及ぼす影響 

Table 2. Effects of flower buds thinning on yields and growth of trees at a year after planting in a field  

z  t 検定により，*は 5％水準，**は 1％水準で有意差があり，ns は有意差がないことを示す(n=5-6)   
y カッコ内は前年からの増加量を示す 
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材材料料おおよよびび方方法法  

  

11．．幼幼苗苗接接ぎぎ木木とと大大苗苗育育苗苗  

台木はマメガキとし，京都大学大学院農学研究科

附属京都農場（京都府京都市左京区）より分譲された

種子を用いた．34.5cm×27cm 深さ 7.5cm の育苗箱に

ピ ー ト モ ス 混 合 培 土 （ MetroMix350 ， Sun Gro 
Horticulture 社製）を用土として入れて 2014 年 1 月下

旬～2 月上旬に播種し，奈良県果樹振興センター（現 

果樹・薬草研究センター；奈良県五條市西吉野町湯塩）

の加温ハウス内（最低気温 12～15℃，最高気温 30℃）

に置いて種子を発芽させた．同年 3 月下旬～4 月上旬

に同用土を用いて，直径 12cm のポリポットに鉢上げ

し，肥効調節型肥料（エコロング 100 日タイプ；

N:P2O5:K2O=14:11:13，以下，ロング肥料 A）を鉢あた

り 3.6g ずつ用土に混和施用した．鉢上げ後，5 月上旬

までは同一ハウス内で手潅水により育苗管理し，そ

の後は雨よけハウス内に移して散水管理した．これ

らの実生苗を台木とし，6 月 30 日と 7 月 10 日に‘甲

州百目’を穂木として幼苗接ぎ木（脇坂ら，2009）を

行った．供試数は各接ぎ木日 6～10 樹とした．なお，

穂木は福島県農業総合センター果樹研究所（福島県

福島市）で 2014 年 1～2 月に採取し，接ぎ木まで冷

蔵保存した穂木を使用した．活着確認後の同年 8 月

上中旬に直径 18cm のポリポットにピートモスとバ

ーミキュライトを等容積混合した用土（以下，用土）

を約 4ℓ 入れて植え替えし，ロング肥料 A を 3.6g ず

つ用土に混和施用し，同一の雨よけハウス内で底面

給水により管理した． 
苗は 2015 年 4 月 17 日にロング肥料 A を鉢あたり

18g ずつ，深さ 5cm の穴肥とした．大苗育苗するため

に，6 月中旬に直径 24cm プラスチック鉢に用土を約

6ℓ入れて植え替え後，7 月 22 日に肥効調節型肥料（エ

コロング 140 日タイプ；N:P2O5:K2O=14:11:13）を 18g
ずつ深さ 5cm の穴肥とした．2014 年と同一の雨よけ

ハウス内で，潅水は 1 日あたり 1～2 回給水する底面

給水とした． 
 

22．．定定植植 11年年目目のの栽栽培培管管理理，，着着果果管管理理おおよよびび調調査査  

苗は 2016 年 2 月に 1 年生枝を樹あたり 2～6 本残

してせん定し，4 月 5 日に 10 樹，4 月 26 日に追加で

1 樹をセンター内の露地圃場に定植した．なお，本報

告ではデータは記載しないが，‘アオソ’台と‘法蓮

坊’台の苗を含めて計 30 樹を 10 本ずつ，樹間 2.5m，

列間 3mで 3列に植えた．5月 8日に着蕾数を調査し，

1 結果枝あたり 1 蕾に摘蕾して，摘蕾後の着蕾数を調

査後，おおむね 1 ヶ月おきに 9 月 9 日まで着果数を

調査した．なお，生理的落果が多かったため摘果は行

わなかった．元肥は施用せず，6 月 30 日にロング肥

料 A を樹あたり 50g ずつ，株元の土壌表面に施用し

た．定植前日（4 月 4 日）と収穫後（11 月 21 日）に

樹高（地表面から枝の最上部までの高さ）および幹径

（接ぎ木部の直上の幹の直径）を調査した．また，収

穫時（10 月下旬～11 月上旬）に収穫果数と果実重を

調査し，収穫の有無と生育との関係を解析した． 
 

33．．定定植植 22～～33年年目目のの栽栽培培管管理理，，着着果果管管理理おおよよびび調調査査  

定植 2 年目は 2017 年 3 月に 1 年生枝を結果母枝の

候補枝として樹あたり 5～13 本残してせん定した．5
月 10 日に着蕾数を調査し，1 結果枝あたり 1 蕾に摘

蕾する区（以下，摘蕾区）と摘蕾を実施しない区（以

下，無摘蕾区）を設けた．供試樹は前者が 5 樹，後者

が 6 樹とした．おおむね 1 ヶ月おきに 9 月 7 日まで

着果数を調査した．両区ともに生理的落果が多かっ

たため摘果は行わなかった．元肥は施用せず，7 月 13
日にロング肥料 A を樹あたり 90g ずつ，株元の土壌

表面に施用した．収穫時（11 月上中旬）に収穫果数，

果実重，収量，樹高および幹径を調査して，摘蕾の有

無と収量や生育との関係を調査した． 
定植 3 年目は 2018 年 3 月に 1 年生枝を結果母枝の

候補枝として樹あたり 11～26 本残してせん定した．

5 月 7 日に着蕾数を調査し，摘蕾，摘果ともに実施し

なかった．元肥は施用せず，7 月 13 日にロング肥料

A を樹あたり 100g ずつ，株元の土壌表面に施用した．

10 月下旬～11 月下旬に収穫して収穫果数，果実重お

よび収量を，12 月下旬に樹高および幹径を調査して，

前年の摘蕾の有無が収量や生育に及ぼす影響を調査

した． 
 
 

結結果果  

 
11．．定定植植 11年年目目のの着着果果のの有有無無がが生生育育にに及及ぼぼすす影影響響    

摘蕾直後の樹あたりの蕾数は平均で 8.3 個であっ

たが，その後は生理的落果が多く，7 月には急激に減

少して平均で 2.1 個，9 月には 0.5 個となり，収穫期

まで着果していた樹は 3 樹で，平均果実重は 349g で

あった（第 1 図）．収穫があった樹は，摘蕾前や摘蕾

後の着蕾数が無収穫樹よりも有意に多い樹であった

（第 1 表）．果実の収穫の有無で生育を比較したとこ



杉村輝彦ら：定植後のカキ‘甲州百目’の樹体生育と早期着果を両立する着果管理法       (13)  

ろ，収穫の有無にかかわらず樹高は 2m を超え，幹径

は 30mm 弱でその増加割合も有意差がなかった．さ

らに，翌年度の着蕾数は樹あたり 200 個前後と，収穫

の有無で有意差はなかった（第 1 表）． 
 

22．．定定植植 22年年目目ににおおけけるる摘摘蕾蕾のの有有無無がが着着果果おおよよびび  

生生育育にに及及ぼぼすす影影響響  

無摘蕾区では着蕾数は樹あたり平均で 193 個あり，

摘蕾区では摘蕾後の着蕾数は 61 個であったが，摘蕾

区，無摘蕾区ともに開花から約 1 か月程度経過した 7

月上旬にはそれぞれ 22 個と 12 個と着果数が顕著に

少なくなり，9 月上旬まで漸減した（第 2 図）．無摘

蕾区の収穫果数は樹あたり 7.0 個，収量は 2.69kg と

摘蕾区のそれぞれ 3.8 個，1.56kg と比較して多い傾向

を示したが有意差はなかった（第 2 表）．両区の当年

の樹高は 3m 前後と，前年からの増加量を含めて区間 
で有意差はなかったが，幹径は摘蕾区で 49.6mm，無

摘蕾区で 42.8mm と有意差が認められた．これは前年

から摘蕾区の方が有意に大きく，その傾向は当年も

継続したが，増加量は有意差がなかった（第 2 表）． 
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第 1図 カキ‘甲州百目’苗の定植 1年目における 

着蕾数および着果数 z 

Fig.1. Number of setting flower buds and fruits on  

'Koshuhyakume' persimmon young trees at the 

same year with planting in a field   
z 5 月 8 日は着蕾数，6 月 6 日以降は着果数を示す 
エラーバーは SE (n=11) 

第 2図 カキ‘甲州百目’の定植 2年目における 

摘蕾の有無が着果に及ぼす影響 z,y 

Fig.2. Effect of flower bud thinning on fruit setting  

at a year following planting in a field 
z 5 月 10 日は着蕾数，7 月 4 日以降は着果数を示す 
y 図中の**は t 検定により 1％水準で有意差があり，

ns は有意差がないことを示す(n=5-6)  
 

第 1表 カキ‘甲州百目’における定植 1年目の生育および着蕾・着果が翌年度の着蕾数に及ぼす影響 

Table 1. Effects of tree growth and fruits setting at the same year with planting in a field on the number of flower buds 

at the following year 

         

z  t 検定により，*は 5％水準，**は 1％水準で有意差があり，ns は有意差がないことを示す(n=3-8)   
y カッコ内は前年からの増加量を示す 

第 2表 定植 2年目のカキ‘甲州百目’における摘蕾の有無が収量と生育に及ぼす影響 

Table 2. Effects of flower buds thinning on yields and growth of trees at a year after planting in a field  

z  t 検定により，*は 5％水準，**は 1％水準で有意差があり，ns は有意差がないことを示す(n=5-6)   
y カッコ内は前年からの増加量を示す 
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材材料料おおよよびび方方法法  

  

11．．幼幼苗苗接接ぎぎ木木とと大大苗苗育育苗苗  

台木はマメガキとし，京都大学大学院農学研究科

附属京都農場（京都府京都市左京区）より分譲された

種子を用いた．34.5cm×27cm 深さ 7.5cm の育苗箱に

ピ ー ト モ ス 混 合 培 土 （ MetroMix350 ， Sun Gro 
Horticulture 社製）を用土として入れて 2014 年 1 月下

旬～2 月上旬に播種し，奈良県果樹振興センター（現 

果樹・薬草研究センター；奈良県五條市西吉野町湯塩）

の加温ハウス内（最低気温 12～15℃，最高気温 30℃）

に置いて種子を発芽させた．同年 3 月下旬～4 月上旬

に同用土を用いて，直径 12cm のポリポットに鉢上げ

し，肥効調節型肥料（エコロング 100 日タイプ；

N:P2O5:K2O=14:11:13，以下，ロング肥料 A）を鉢あた

り 3.6g ずつ用土に混和施用した．鉢上げ後，5 月上旬

までは同一ハウス内で手潅水により育苗管理し，そ

の後は雨よけハウス内に移して散水管理した．これ

らの実生苗を台木とし，6 月 30 日と 7 月 10 日に‘甲

州百目’を穂木として幼苗接ぎ木（脇坂ら，2009）を

行った．供試数は各接ぎ木日 6～10 樹とした．なお，

穂木は福島県農業総合センター果樹研究所（福島県

福島市）で 2014 年 1～2 月に採取し，接ぎ木まで冷

蔵保存した穂木を使用した．活着確認後の同年 8 月

上中旬に直径 18cm のポリポットにピートモスとバ

ーミキュライトを等容積混合した用土（以下，用土）

を約 4ℓ 入れて植え替えし，ロング肥料 A を 3.6g ず

つ用土に混和施用し，同一の雨よけハウス内で底面

給水により管理した． 
苗は 2015 年 4 月 17 日にロング肥料 A を鉢あたり

18g ずつ，深さ 5cm の穴肥とした．大苗育苗するため

に，6 月中旬に直径 24cm プラスチック鉢に用土を約

6ℓ入れて植え替え後，7 月 22 日に肥効調節型肥料（エ

コロング 140 日タイプ；N:P2O5:K2O=14:11:13）を 18g
ずつ深さ 5cm の穴肥とした．2014 年と同一の雨よけ

ハウス内で，潅水は 1 日あたり 1～2 回給水する底面

給水とした． 
 

22．．定定植植 11年年目目のの栽栽培培管管理理，，着着果果管管理理おおよよびび調調査査  

苗は 2016 年 2 月に 1 年生枝を樹あたり 2～6 本残

してせん定し，4 月 5 日に 10 樹，4 月 26 日に追加で

1 樹をセンター内の露地圃場に定植した．なお，本報

告ではデータは記載しないが，‘アオソ’台と‘法蓮

坊’台の苗を含めて計 30 樹を 10 本ずつ，樹間 2.5m，

列間 3mで 3列に植えた．5月 8日に着蕾数を調査し，

1 結果枝あたり 1 蕾に摘蕾して，摘蕾後の着蕾数を調

査後，おおむね 1 ヶ月おきに 9 月 9 日まで着果数を

調査した．なお，生理的落果が多かったため摘果は行

わなかった．元肥は施用せず，6 月 30 日にロング肥

料 A を樹あたり 50g ずつ，株元の土壌表面に施用し

た．定植前日（4 月 4 日）と収穫後（11 月 21 日）に

樹高（地表面から枝の最上部までの高さ）および幹径

（接ぎ木部の直上の幹の直径）を調査した．また，収

穫時（10 月下旬～11 月上旬）に収穫果数と果実重を

調査し，収穫の有無と生育との関係を解析した． 
 

33．．定定植植 22～～33年年目目のの栽栽培培管管理理，，着着果果管管理理おおよよびび調調査査  

定植 2 年目は 2017 年 3 月に 1 年生枝を結果母枝の

候補枝として樹あたり 5～13 本残してせん定した．5
月 10 日に着蕾数を調査し，1 結果枝あたり 1 蕾に摘

蕾する区（以下，摘蕾区）と摘蕾を実施しない区（以

下，無摘蕾区）を設けた．供試樹は前者が 5 樹，後者

が 6 樹とした．おおむね 1 ヶ月おきに 9 月 7 日まで

着果数を調査した．両区ともに生理的落果が多かっ

たため摘果は行わなかった．元肥は施用せず，7 月 13
日にロング肥料 A を樹あたり 90g ずつ，株元の土壌

表面に施用した．収穫時（11 月上中旬）に収穫果数，

果実重，収量，樹高および幹径を調査して，摘蕾の有

無と収量や生育との関係を調査した． 
定植 3 年目は 2018 年 3 月に 1 年生枝を結果母枝の

候補枝として樹あたり 11～26 本残してせん定した．

5 月 7 日に着蕾数を調査し，摘蕾，摘果ともに実施し

なかった．元肥は施用せず，7 月 13 日にロング肥料

A を樹あたり 100g ずつ，株元の土壌表面に施用した．

10 月下旬～11 月下旬に収穫して収穫果数，果実重お

よび収量を，12 月下旬に樹高および幹径を調査して，

前年の摘蕾の有無が収量や生育に及ぼす影響を調査

した． 
 
 

結結果果  

 
11．．定定植植 11年年目目のの着着果果のの有有無無がが生生育育にに及及ぼぼすす影影響響    

摘蕾直後の樹あたりの蕾数は平均で 8.3 個であっ

たが，その後は生理的落果が多く，7 月には急激に減

少して平均で 2.1 個，9 月には 0.5 個となり，収穫期

まで着果していた樹は 3 樹で，平均果実重は 349g で

あった（第 1 図）．収穫があった樹は，摘蕾前や摘蕾

後の着蕾数が無収穫樹よりも有意に多い樹であった

（第 1 表）．果実の収穫の有無で生育を比較したとこ



杉村輝彦ら：定植後のカキ‘甲州百目’の樹体生育と早期着果を両立する着果管理法       (15)  

を防止しながら無核果を得る方法としては，環状剥

皮（藤本・前阪，1998；梶浦，1942）やジベレリン処

理などがある（永沢ら，1968）．一般に若木の生理落

果防止には主幹部の環状剥皮が有効とされているが

（藤本・前阪，1998；北島，1998），剥皮部の癒合は

粗皮が盛り上がって，樹幹害虫の被害が問題となり

やすい．また，ジベレリンは落果防止を目的として 50
～200ppm 水溶液を満開 10 日後に幼果およびへたに

散布する方法で農薬登録があるが，散布の手間やコ

ストが問題となる．いずれの方法も一長一短がある

ことから，経営に合致した対策を講じる必要がある

と考えられる． 
今回の試験で定植 1 年目および 2 年目に摘蕾し，3

年目に無摘蕾とした場合の収量は樹あたり約 7kg で

あった（第 3 表）．今回データは掲載していないが，

この摘蕾区の定植 4 年目の着蕾数は樹あたり約 160
個，収穫果数 40 個以上，収量は約 14kg と，年数を経

るごとに収量が増加していることを考慮すれば，大

苗定植後 2 年程度摘蕾を行えば，その後無摘蕾，無摘

果でも経年による収量増加は見込めると考えられる． 
本試験において，大苗を定植した 1 年目の平均果

実重は 349g，2 年目は 395～433g，3 年目は 324～326g，
データは記載していないが 4 年目は 338g と 1～2 年

目は果実重が大きい傾向にあった（第 1～3 表）．一

般に幼木では果実が大きいことが指摘されており，7
～16 年生の‘富有’の若木では 24～40 年生の成木よ

りも果実重が大きかったと報告されている（上野ら，

1971）．本試験は幼木の試験であり，果実は成木と比

較して相対的に大きかった可能性がある．「あんぽ柿」

用の原料柿は大きすぎると乾きにくいことから，定

植 1～2 年目に着果した果実は原料として不適となる

場合があると考えられる。 
定植間もない若木では摘花や摘果を行って樹冠の

拡大を図る栽培法が定着している（小川ら，1994）こ

とから，定植 1 年目から着果させると，生育が抑制さ

れることが懸念された．本研究では，定植 1 年目は 1
結果枝あたり 1 蕾に摘蕾し，2 年目は摘蕾する区と摘

蕾しない区に分け，3 年目は両区ともに無摘蕾として，

3 年間着果させた．その結果，定植 3 年目には樹高は

3m を超え，幹径については摘蕾区と無摘蕾区との間

で 1 年目，2 年目には有意差は認められたものの，そ

の増加量には処理区間で有意差はなく，3 年目には 50
～60mm となった（第 2 表，第 3 表）．このことから

マメガキ台では大苗を定植した 2 年目以降に無摘蕾

としても顕著な生育抑制はないと考えられる．しか

し，定植 2 年目に無摘蕾とした樹では翌年の蕾数と

収量は減少した（第 3 表）．マメガキ台以外では，共

台である‘法蓮坊’台では着蕾が少なく，生育が悪い

こと（杉村ら，2017）や収量が少ないことを確認した

が（データ省略），同じく共台の‘アオソ’台では，

生育がやや緩慢な傾向はあるが，着果は良好で，3 年

間摘蕾のみを行い摘果を行わなかった結果，収量も

定植 3 年目には樹あたり 3.7kg，4 年目には 6.4 ㎏と

（データ省略），マメガキ台に次いで多かった．共台

は直根性で細根が少なく深根性がある一方で，マメ

ガキは浅根性で細根が多く，接ぎ木後の生育が旺盛

とされており，‘甲州百目’とも親和性があることか

ら（猪崎・丸橋，1989），マメガキ台では今回の試験

でも共台よりも生育が旺盛であったと考えられる．

しかし，地上部では旺盛な生育に伴い着果が多くな

る一方で，地下部は直根がないことから地上部を支

えきれない可能性がある．実際に 2017 年の試験中に

台風により一部の試験樹が強風により傾いた．樹の

傾きを修正した後は，被害樹では顕著な落果や大き

な生育抑制などは観察されなかったが，マメガキ台

を利用する場合は着果過多には十分注意が必要であ

る． 
以上，‘甲州百目’では，マメガキを台木とするこ

とで，定植 1 年目から着果させながら，生育が抑制さ

れることはないことから，早期着果に有用であると

考えられる．しかし，定植 2 年目に無摘蕾とすること

で，翌年の着蕾数や収穫果数が少なくなる隔年結果

となったことからも，少なくとも，定植後 2 年程度は

摘蕾を行う方が，樹冠拡大と収量を両立できると考

えられる． 
 
 

摘摘要要  

 
カキ‘甲州百目’定植後の樹体生育と早期着果を両

立する着果管理法について検討した．マメガキを台

木とした樹では，定植 1 年目から 3 年間着果させて

も樹高が約 3m に達し，明らかな生育抑制は認められ

なかった．定植 2 年目に無摘蕾とすることで，定植 3
年目の着蕾数や収量が減少したが，摘蕾した樹は着

蕾や収量は経年とともに増加した．以上のことから，

マメガキ台の大苗を定植した場合，定植後最低 2 年

間は摘蕾を行うことで，樹体生育を維持しながら収

量を増加させることに有効であると考えられる． 
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33．．定定植植 33年年目目ににおおけけるる前前年年のの摘摘蕾蕾のの有有無無がが当当年年のの  

着着蕾蕾，，着着果果おおよよびび生生育育にに及及ぼぼすす影影響響 
第 3 表に示したように，前年無摘蕾区では，樹あた

りの着蕾数は 150 個で，前年摘蕾区の 354 個の約半

数と有意に少なくなった．両区ともに無摘蕾，無摘果

で管理した結果，前年無摘蕾区の収穫果数は 6.8 個，

収量は 2.15kg と，前年摘蕾区のそれぞれ 22.2 個，

7.16kg と比較すると約 1/3 になった．当年の樹高は両

区とも 3m を超え，前年同様，前年からの増加量も有

意差はなかった．当年の幹径は前年摘蕾区で 60mm を

超え，前年無摘蕾区よりも平均で 7.5mm 大きい傾向

を示したが，前年とは異なり有意差はなくなった． 
 
 

考考察察  

 
カキの改植では掘り上げた苗を定植するため，植

え傷みによって定植 1 年目の生育が悪いうえ，枯死

株もみられる場合が多い（脇坂・杉村，2012）．この

植え傷みを解消する一つの方法として，掘り上げた

苗をポット等で 1 年以上養生してから圃場に植える

大苗定植が報告され（小川ら，1994），奈良県におい

てもポットを利用した‘富有’の大苗育苗と老木の改

植が行われている．さらに，苗づくりから定植までポ

ットで育苗することにより，定植 1 年目から果実が

収穫できる技術も報告されており（脇坂ら，2009），

この技術を活用することによって，ポット栽培にお

いても栽培 1 年目から収益が得られる（杉村ら，2018）． 
福島県では，東日本大震災に伴う原発事故で，あん

ぽ柿原料である‘甲州百目’樹や果実の放射能汚染が

問題となった．汚染対策として，樹を入れ替える改植

に着目して研究が進められ（桑名ら，2017；増子，

2018），伊達地方において数 ha の改植が進んでいる

（私信）．干柿用品種は一般に粗放的な栽培が行われ

（山田，2007），‘甲州百目’においても摘蕾や摘果

は行われない（池田・菊池，2005）．そのため，改植

で苗を植え付けた際に着蕾した樹を放置すると生育

阻害や枯死につながることも懸念される一方で，早

期の産地再生のためには早期の着果も望まれる．そ

こで，本研究では，定植 1 年目でも着果が可能な大苗

育苗を利用して，定植後の着果管理を検討した． 
本研究において，幼苗接ぎ木した 1 年生苗を 2 年

生大苗にして定植したところ，定植当年にはすべて

の樹で着蕾は見られたものの生理的落果が多く，果

実が収穫できた樹は定植樹のうちの 3 割程度であっ

た（第 1 表）．定植 2 年目には樹あたり約 200 個の

着蕾が見られたものの収穫果数は 4～7 個程度（第 2
表），定植 3 年目には，前年に摘蕾した摘蕾区の着蕾

数が樹当たり約 350 個で収穫果数が約 20 個と（第 3
表），定植後の年数が経過すると徐々に収穫量は増加

したものの生理的落果が非常に多かった．摘蕾は着

蕾数が多い場合に生理的落果である早期落果を抑制

するのに一定の効果があるが（大竹 1997；山田，2007），
本研究では生理的落果を抑制する効果は低かった．

‘甲州百目’では 6～7 月に発生する早期落果と 8 月

下旬以降に発生する後期落果がともに多いこと（梶

浦，1941a），種子形成力は中程度あるが，単為結果

力は低いこと（梶浦，1941b），開花直前の花を摘除

する摘花を行っても 73.6％が落果したこと（梶浦，

1942）が報告されていることから，品種の特性として

摘蕾のみで生理的落果を抑制することは困難である

と考えられる．また，樹勢が強い若木では生理的落果

が多いことが知られているが（藤本・前阪，1998；松

本・黒田，1982），本試験も若木であったため生理的

落果が助長された可能性もある．なお，受粉により果

実を有核果とすることで，生理的落果を防止できる

と考えられるが（梶浦，1941ab；山田，2007），あん

ぽ柿に加工する‘甲州百目’の場合，有核果では種子

周りの果肉が褐変し，加工後に黒変することが敬遠

されるため，実施は難しいと考えられる．生理的落果

果実重 収量

樹高(cm) 幹径(mm) 樹高(cm) 幹径(mm) (g/果) (kg/樹)
前年摘蕾区 303.6 49.6 320.6(17.0) 61.2(11.6) 354.0 22.2 326 7.16
前年無摘蕾区 287.8 42.8 309.8(21.9) 53.7(10.9) 150.0   6.8 324 2.15

有意性
z ns * ns(ns) ns(ns) ** ** ns **

処理区
前年の生育 当年収穫後の生育

y 着蕾数
（個/樹）

収穫果数
（個/樹）

 

第 3表 定植 3年目のカキ‘甲州百目’における前年の摘蕾の有無が当年の着蕾，収量および生育に及ぼす影響 

Table 3. Effects of flower bud thinning at the prior year on the number of flower buds, yields and growth of trees 

at two years after planting in a field  

z  t 検定により，*は 5％水準，**は 1％水準で有意差があり，ns は有意差がないことを示す(n=5-6)   
y カッコ内は前年からの増加量を示す 
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を防止しながら無核果を得る方法としては，環状剥

皮（藤本・前阪，1998；梶浦，1942）やジベレリン処

理などがある（永沢ら，1968）．一般に若木の生理落

果防止には主幹部の環状剥皮が有効とされているが

（藤本・前阪，1998；北島，1998），剥皮部の癒合は

粗皮が盛り上がって，樹幹害虫の被害が問題となり

やすい．また，ジベレリンは落果防止を目的として 50
～200ppm 水溶液を満開 10 日後に幼果およびへたに

散布する方法で農薬登録があるが，散布の手間やコ

ストが問題となる．いずれの方法も一長一短がある

ことから，経営に合致した対策を講じる必要がある

と考えられる． 
今回の試験で定植 1 年目および 2 年目に摘蕾し，3

年目に無摘蕾とした場合の収量は樹あたり約 7kg で

あった（第 3 表）．今回データは掲載していないが，

この摘蕾区の定植 4 年目の着蕾数は樹あたり約 160
個，収穫果数 40 個以上，収量は約 14kg と，年数を経

るごとに収量が増加していることを考慮すれば，大

苗定植後 2 年程度摘蕾を行えば，その後無摘蕾，無摘

果でも経年による収量増加は見込めると考えられる． 
本試験において，大苗を定植した 1 年目の平均果

実重は 349g，2 年目は 395～433g，3 年目は 324～326g，
データは記載していないが 4 年目は 338g と 1～2 年

目は果実重が大きい傾向にあった（第 1～3 表）．一

般に幼木では果実が大きいことが指摘されており，7
～16 年生の‘富有’の若木では 24～40 年生の成木よ

りも果実重が大きかったと報告されている（上野ら，

1971）．本試験は幼木の試験であり，果実は成木と比

較して相対的に大きかった可能性がある．「あんぽ柿」

用の原料柿は大きすぎると乾きにくいことから，定

植 1～2 年目に着果した果実は原料として不適となる

場合があると考えられる。 
定植間もない若木では摘花や摘果を行って樹冠の

拡大を図る栽培法が定着している（小川ら，1994）こ

とから，定植 1 年目から着果させると，生育が抑制さ

れることが懸念された．本研究では，定植 1 年目は 1
結果枝あたり 1 蕾に摘蕾し，2 年目は摘蕾する区と摘

蕾しない区に分け，3 年目は両区ともに無摘蕾として，

3 年間着果させた．その結果，定植 3 年目には樹高は

3m を超え，幹径については摘蕾区と無摘蕾区との間

で 1 年目，2 年目には有意差は認められたものの，そ

の増加量には処理区間で有意差はなく，3 年目には 50
～60mm となった（第 2 表，第 3 表）．このことから

マメガキ台では大苗を定植した 2 年目以降に無摘蕾

としても顕著な生育抑制はないと考えられる．しか

し，定植 2 年目に無摘蕾とした樹では翌年の蕾数と

収量は減少した（第 3 表）．マメガキ台以外では，共

台である‘法蓮坊’台では着蕾が少なく，生育が悪い

こと（杉村ら，2017）や収量が少ないことを確認した

が（データ省略），同じく共台の‘アオソ’台では，

生育がやや緩慢な傾向はあるが，着果は良好で，3 年

間摘蕾のみを行い摘果を行わなかった結果，収量も

定植 3 年目には樹あたり 3.7kg，4 年目には 6.4 ㎏と

（データ省略），マメガキ台に次いで多かった．共台

は直根性で細根が少なく深根性がある一方で，マメ

ガキは浅根性で細根が多く，接ぎ木後の生育が旺盛

とされており，‘甲州百目’とも親和性があることか

ら（猪崎・丸橋，1989），マメガキ台では今回の試験

でも共台よりも生育が旺盛であったと考えられる．

しかし，地上部では旺盛な生育に伴い着果が多くな

る一方で，地下部は直根がないことから地上部を支

えきれない可能性がある．実際に 2017 年の試験中に

台風により一部の試験樹が強風により傾いた．樹の

傾きを修正した後は，被害樹では顕著な落果や大き

な生育抑制などは観察されなかったが，マメガキ台

を利用する場合は着果過多には十分注意が必要であ

る． 
以上，‘甲州百目’では，マメガキを台木とするこ

とで，定植 1 年目から着果させながら，生育が抑制さ

れることはないことから，早期着果に有用であると

考えられる．しかし，定植 2 年目に無摘蕾とすること

で，翌年の着蕾数や収穫果数が少なくなる隔年結果

となったことからも，少なくとも，定植後 2 年程度は

摘蕾を行う方が，樹冠拡大と収量を両立できると考

えられる． 
 
 

摘摘要要  

 
カキ‘甲州百目’定植後の樹体生育と早期着果を両

立する着果管理法について検討した．マメガキを台

木とした樹では，定植 1 年目から 3 年間着果させて

も樹高が約 3m に達し，明らかな生育抑制は認められ

なかった．定植 2 年目に無摘蕾とすることで，定植 3
年目の着蕾数や収量が減少したが，摘蕾した樹は着

蕾や収量は経年とともに増加した．以上のことから，

マメガキ台の大苗を定植した場合，定植後最低 2 年

間は摘蕾を行うことで，樹体生育を維持しながら収

量を増加させることに有効であると考えられる． 
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33．．定定植植 33年年目目ににおおけけるる前前年年のの摘摘蕾蕾のの有有無無がが当当年年のの  

着着蕾蕾，，着着果果おおよよびび生生育育にに及及ぼぼすす影影響響 
第 3 表に示したように，前年無摘蕾区では，樹あた

りの着蕾数は 150 個で，前年摘蕾区の 354 個の約半

数と有意に少なくなった．両区ともに無摘蕾，無摘果

で管理した結果，前年無摘蕾区の収穫果数は 6.8 個，

収量は 2.15kg と，前年摘蕾区のそれぞれ 22.2 個，

7.16kg と比較すると約 1/3 になった．当年の樹高は両

区とも 3m を超え，前年同様，前年からの増加量も有

意差はなかった．当年の幹径は前年摘蕾区で 60mm を

超え，前年無摘蕾区よりも平均で 7.5mm 大きい傾向

を示したが，前年とは異なり有意差はなくなった． 
 
 

考考察察  

 
カキの改植では掘り上げた苗を定植するため，植

え傷みによって定植 1 年目の生育が悪いうえ，枯死

株もみられる場合が多い（脇坂・杉村，2012）．この

植え傷みを解消する一つの方法として，掘り上げた

苗をポット等で 1 年以上養生してから圃場に植える

大苗定植が報告され（小川ら，1994），奈良県におい

てもポットを利用した‘富有’の大苗育苗と老木の改

植が行われている．さらに，苗づくりから定植までポ

ットで育苗することにより，定植 1 年目から果実が

収穫できる技術も報告されており（脇坂ら，2009），

この技術を活用することによって，ポット栽培にお

いても栽培 1 年目から収益が得られる（杉村ら，2018）． 
福島県では，東日本大震災に伴う原発事故で，あん

ぽ柿原料である‘甲州百目’樹や果実の放射能汚染が

問題となった．汚染対策として，樹を入れ替える改植

に着目して研究が進められ（桑名ら，2017；増子，

2018），伊達地方において数 ha の改植が進んでいる

（私信）．干柿用品種は一般に粗放的な栽培が行われ

（山田，2007），‘甲州百目’においても摘蕾や摘果

は行われない（池田・菊池，2005）．そのため，改植

で苗を植え付けた際に着蕾した樹を放置すると生育

阻害や枯死につながることも懸念される一方で，早

期の産地再生のためには早期の着果も望まれる．そ

こで，本研究では，定植 1 年目でも着果が可能な大苗

育苗を利用して，定植後の着果管理を検討した． 
本研究において，幼苗接ぎ木した 1 年生苗を 2 年

生大苗にして定植したところ，定植当年にはすべて

の樹で着蕾は見られたものの生理的落果が多く，果

実が収穫できた樹は定植樹のうちの 3 割程度であっ

た（第 1 表）．定植 2 年目には樹あたり約 200 個の

着蕾が見られたものの収穫果数は 4～7 個程度（第 2
表），定植 3 年目には，前年に摘蕾した摘蕾区の着蕾

数が樹当たり約 350 個で収穫果数が約 20 個と（第 3
表），定植後の年数が経過すると徐々に収穫量は増加

したものの生理的落果が非常に多かった．摘蕾は着

蕾数が多い場合に生理的落果である早期落果を抑制

するのに一定の効果があるが（大竹 1997；山田，2007），
本研究では生理的落果を抑制する効果は低かった．

‘甲州百目’では 6～7 月に発生する早期落果と 8 月

下旬以降に発生する後期落果がともに多いこと（梶

浦，1941a），種子形成力は中程度あるが，単為結果

力は低いこと（梶浦，1941b），開花直前の花を摘除

する摘花を行っても 73.6％が落果したこと（梶浦，

1942）が報告されていることから，品種の特性として

摘蕾のみで生理的落果を抑制することは困難である

と考えられる．また，樹勢が強い若木では生理的落果

が多いことが知られているが（藤本・前阪，1998；松

本・黒田，1982），本試験も若木であったため生理的

落果が助長された可能性もある．なお，受粉により果

実を有核果とすることで，生理的落果を防止できる

と考えられるが（梶浦，1941ab；山田，2007），あん

ぽ柿に加工する‘甲州百目’の場合，有核果では種子

周りの果肉が褐変し，加工後に黒変することが敬遠

されるため，実施は難しいと考えられる．生理的落果

果実重 収量

樹高(cm) 幹径(mm) 樹高(cm) 幹径(mm) (g/果) (kg/樹)
前年摘蕾区 303.6 49.6 320.6(17.0) 61.2(11.6) 354.0 22.2 326 7.16
前年無摘蕾区 287.8 42.8 309.8(21.9) 53.7(10.9) 150.0   6.8 324 2.15

有意性
z ns * ns(ns) ns(ns) ** ** ns **

処理区
前年の生育 当年収穫後の生育

y 着蕾数
（個/樹）

収穫果数
（個/樹）

 

第 3表 定植 3年目のカキ‘甲州百目’における前年の摘蕾の有無が当年の着蕾，収量および生育に及ぼす影響 

Table 3. Effects of flower bud thinning at the prior year on the number of flower buds, yields and growth of trees 

at two years after planting in a field  

z  t 検定により，*は 5％水準，**は 1％水準で有意差があり，ns は有意差がないことを示す(n=5-6)   
y カッコ内は前年からの増加量を示す 
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Fruits damage occurrence by yellow tea thrips (Scirtothrips dorsalis Hood)  
in persimmon orchards in Nara prefecture  

 
SUGIMURA Teruhiko and IMURA Takeo  

 

Summary 
 

We investigated the numbers of adult yellow tea thrips attracted by yellow sticky traps and fruit 
damage occurrence in persimmon orchards in Nara prefecture. The numbers of adults on traps and 
persimmon fruit damage in orchards of several areas in Nara differed. Although the number of adults 
on traps until mid-June was under 1.0 per day, the fruit damage rate was higher than 10% in late June 
on fields to which insecticides had been applied. This result suggests that the increased numbers of 
adults on traps in persimmon orchards were attributable to immigration from surrounding host plants: 
Camellia sinensis, Eurya japonica, Zanthoxylum piperita, Podocarpus macrophyllus, and so on. 

 

Key Words:immigration, surrounding host plant, yellow sticky trap 
 
 
 

緒緒言言  

 
奈良県におけるカキ産地は，‘刀根早生’や‘平核

無’などの渋ガキを主に生産する県北部の天理市， 
‘富有’や‘御所’など主に甘ガキを生産する県中部

の御所市，甘ガキと渋ガキを生産し，県内随一の生産

量を誇る県南部の五條市や下市町などがある．2015
年に県内全域の渋ガキ園地においてチャノキイロア

ザミウマの果実被害が多発した（井村，2017）．それ
までは開花始期の防除や防除暦に従った防除により

大きな被害につながることはなかったが，特に被害

が大きかった天理市においては，2015 年 7 月下旬の
巡回調査結果では被害果率が 90.8％となり，五條市・
下市町でも 2.3％と例年よりも被害果率が高くなった．
さらに，被害が比較的少なかった五條市・下市町でも，

2019年には被害果率が 6.4％と増加傾向にある（第 1
図）． 
チャノキイロアザミウマはチャ以外にもブドウ，

カンキツ，カキなどの果樹に被害をおよぼし（西野・

小泊，1988；高木ら，1972），カキでは果実に灰褐色
あるいは黒褐色で星形，四角形（座ブトン形），リン

グ状（波状斑，波線状）の被害痕が発生する（西野・

小泊，1988；田代，1982；高木ら，1972）．また，被
害は‘平核無’，‘横野’，‘蜂屋’などの渋ガキ品 
種で多く，甘ガキでは‘次郎’でやや被害が見られる

ものの，‘富有’ではほとんど見られない（多々良，

2004；高木ら，1972）．昭和 40年代に山形県や和歌
山県などの‘平核無’産地で被害が多発し（田代，

1982；高木ら，1972），その後全国へ拡大したと報告
されている（西野・小泊，1988）．本県においても発
生と被害はすでに確認はされていたが（第 1図），近
年ほど大きな被害につながることはなく，発生状況

についてこれまで詳細に調査されてこなかった． 
静岡県では，本種によるカンキツ被害の多発は近
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第 1図 巡回調査 zにおけるカキでのチャノキイロ 

アザミウマ被害果率の年次推移 

Fig.1. Yearly fruit damage by yellow tea thrips 

on persimmon orchards in Nara 
z 7月下旬に，天理市 4～6園地，五條市・下市町 10～15園地におい 
て 1園あたり任意の 100果を調査した 
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